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平成30年2月定例会・4月臨時会

４月臨時会  各委員会の構成などが決まりました
各委員会の構成などは、８ページに掲載しています。

県議会ホームページから
「インターネット議会録画」や
「会議日程」、「会議録」などが
ご覧いただけます。
佐賀県議会 検　索 ➡

◦２月定例会、４月臨時会の概要など 	  １
◦本会議質問　主な代表質問と１５人の議員が行った主な一般質問と答弁要旨 	  ２～５
◦委員会の概要　各常任・特別委員会の主な審議事項等 	  ６～７
◦委員会構成、可決された条例、意見書など 	  ８

主
な
内
容

　この条例は、佐賀県の観光の振興について、県の責務、県民の役割等を定めることにより、県民と旅行者と
が様々な交流を通じて感動を共有できる地域づくりを推進し、もって県民のふるさとへの自信と誇りの醸成と
ともに県民生活の向上に貢献することを目的として制定されました。
※政策条例とは、通常の知事提案条例とは異なり、議員自ら検討し、提案する条例です。

政策条例「ふるさと佐賀への誇りを育む観光条例」を全会一致で可決

　平成３０年２月定例県議会は、２月２２日に開会し、
３０日間の会期を経て、３月２３日に閉会しました。
本定例会では、平成３０年度一般会計予算案など８０
件の議案等が審議され、予算議案及び条例議案等
７３件、意見書案３件、決議案２件が可決、人事議
案１件が同意されました。

２月定例会の概要
　平成３０年４月臨時県議会は、４月２４日に開会し、
３日間の会期を経て、４月２６日に閉会しました。本
臨時県議会では、副議長及び佐賀県競馬組合議会議
員の選挙が行われたほか、各委員会委員の選任並び
に正副委員長の互選が行われました。
　このほか、「教育長の任命について」の議案が同
意されました。

４月臨時会の概要
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■
質
問
議
員

代
表
質
問

３
月
１
日
（
木
曜
日
）

⃝

坂
口
祐
樹
（
自
由
民
主
党
）

⃝

藤
崎
輝
樹
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

一
般
質
問

３
月
５
日
（
月
曜
日
）

⃝

井
上
祐
輔
（
日
本
共
産
党
）

⃝

西
久
保
弘
克
（
自
由
民
主
党
）

⃝

江
口
善
紀
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

⃝

井
上
常
憲
（
自
由
民
主
党
）

⃝

川
﨑
常
博
（
自
由
民
主
党
）

３
月
６
日
（
火
曜
日
）

⃝

古
賀
陽
三
（
自
由
民
主
党
）

⃝

野
田
勝
人
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

⃝

藤
木
卓
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

⃝

青
木
一
功
（
壮
三
会
）

⃝

宮
原
真
一
（
自
由
民
主
党
）

３
月
７
日
（
水
曜
日
）

⃝

木
村
雄
一
（
公
明
党
）

⃝

内
川
修
治
（
一
真
の
会
）

⃝

定
松
一
生
（
自
由
民
主
党
）

⃝

八
谷
克
幸
（
自
由
民
主
党
）

⃝

原
田
寿
雄
（
自
由
民
主
党
）

　
　
　
今
回
の
博
覧
会
で
は
、
県
民
運
動
的

に
み
ん
な
が
盛
り
上
が
り
、
あ
の
博

覧
会
か
ら
何
か
が
始
ま
っ
た
と
思
っ
て
も
ら

え
る
人
を
一
人
で
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
た
め
、
市
町
や
民
間
、
地
域
を
巻
き
込

む
と
と
も
に
、
大
学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
連
携
し
、
参
加
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
博
覧
会
を
つ
く
り
出

し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
大
事
な
の
は
、
博
覧
会
を
訪
れ
た

県
民
の
皆
さ
ん
方
が
そ
の
感
動
を
県
外
に
お

伝
え
に
な
り
、
そ
れ
が
拡
散
さ
れ
て
い
く
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
県
外
へ
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、
リ
ピ
ー
ト
客
が
見
込
め
る
福

答

　
　
　
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
が
成
功

す
る
た
め
に
は
、
県
民
参
加
の
視
点

と
県
外
へ
の
広
報
、
情
報
発
信
の
視
点
が
重

要
で
あ
る
。

　
博
覧
会
の
成
功
に
向
け
た
知
事
の
決
意
を

伺
い
た
い
。

代
表
質
問

地
域
交
流

肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会

問

岡
や
長
崎
な
ど
隣
県
を
中
心
に
、
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
、新
聞
、交
通
広
告
や
博
覧
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
発
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
の
Ｐ

Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
博
覧
会
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
来
場
者
を
確
保
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
博
覧
会
を
通
じ
て
県
民
が
地
元
佐
賀

へ
の
誇
り
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
何

よ
り
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
す
ば
ら
し
い
博

覧
会
に
仕
上
げ
た
と
い
う
達
成
感
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
県
民
お
一
人
お
一
人
に
ぜ

ひ
博
覧
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
の
主
体

と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
知
事
は
、
玄
海
原
子
力
発

電
所
と
「
真
摯
に
向
き
合
う
」、「
何

よ
り
も
県
民
の
安
全
を
大
切
に
」
と
の
姿
勢

を
示
さ
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
玄
海
原
子
力

発
電
所
に
対
す
る
知
事
の
姿
勢
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
よ

う
な
過
ち
は
二
度
と
起
こ
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
す
べ
て
の
関
係
者
が
常
に
緊
張
感
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

県
民
環
境

原
子
力
行
政

問答

本
会
議
質
問

　

本
会
議
で
は
、
３
月
１
日
に
代
表
質

問
、
３
月
５
日
、
６
日
及
び
７
日
に
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
質
問
・

答
弁
の
内
容
を
中
心
に
、
県
政
全
般
に
わ

た
り
幅
広
い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
た
め
、
事
業
者
や
原
子
力
規
制
委
員

会
に
対
し
て
、
緊
張
感
の
あ
る
取
組
を
風
化

さ
せ
な
い
こ
と
、
安
全
性
の
向
上
に
不
断
に

取
り
組
む
こ
と
、
一
つ
一
つ
の
取
組
を
真
摯

に
丁
寧
に
積
み
重
ね
る
こ
と
な
ど
を
改
め
て

強
く
求
め
た
。

　
県
と
し
て
は
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る
県

民
の
不
安
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、
何
よ

り
も
県
民
の
安
全
を
大
切
に
、
緊
張
感
を
保

ち
、
こ
れ
か
ら
も
原
子
力
発
電
所
と
真
摯
に

向
き
合
っ
て
い
く
。

　
　
　
２
月
５
日
、
目
達
原
駐
屯
地
の
戦
闘

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
住
宅
街
に
墜
落
す

る
と
い
う
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事

一
般
質
問

政
策
・
総
務

自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
墜
落
事
故

問

　
　
　
佐
賀
県
は
、
障
害
者
の
雇
用
が
進
ん

で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
捉
え
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
県
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
平
成
１９

年
度
か
ら
障
害
者
の
福
祉
と
雇
用
を

一
元
的
に
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
、
ハ

健
康
福
祉

障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て

問答

故
が
発
生
し
た
。

　
今
回
の
事
故
を
受
け
て
、
目
達
原
駐
屯
地

に
対
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行
ル
ー
ト
や

訓
練
空
域
の
情
報
提
供
や
見
直
し
を
要
請
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
自
衛
隊
ヘ
リ
の
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
そ
の
と
き
の
任
務
や
気
象
条

件
等
に
よ
り
、
そ
の
都
度
判
断
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
飛
行
ル
ー
ト
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　
現
状
に
お
い
て
も
、
病
院
や
学
校
な
ど
の

上
空
は
で
き
る
限
り
避
け
る
よ
う
配
慮
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
県
と
し
て
は
、

今
回
の
事
故
を
受
け
、
防
衛
省
に
対
し
、
で

き
る
限
り
人
家
等
を
避
け
て
飛
行
す
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
配
慮
を
申
し
入
れ
た
い
。

　
住
民
も
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

た
め
、
こ
の
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
に
ど
う

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
現
在
、
防
衛
省

で
進
め
ら
れ
て
い
る
事
故
の
原
因
究
明
と
再

発
防
止
の
検
討
結
果
を
見
た
上
で
対
応
を
検

討
し
た
い
。

答

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
就
労
支
援
機
関
と
の
チ
ー

ム
支
援
に
よ
り
、
個
々
の
障
害
者
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
の
中
、
精
神
障
害
者
の

方
々
に
つ
い
て
は
、
通
院
や
心
身
の
状
況
の

面
か
ら
就
労
時
間
の
制
約
が
あ
る
な
ど
、
就

職
や
職
場
定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
増
え
て
お
り
、
雇
用
が
十
分
に
進
ん
で

い
な
い
と
い
う
課
題
が
見
え
て
き
た
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
精
神
障

害
者
を
重
点
的
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
就
労
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
医
療
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
企
業
訪
問
に
よ出典：�平成２９年　障害者雇用状況の集計結果（佐賀労働局ホームページ）

民間企業における実雇用率の推移

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
（年）

（%）

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

2.2

2.4

2.6

実雇用率（全国）実雇用率（佐賀県）

2.13

1.59
1.63

1.68 1.65
1.69

1.76
1.82

1.88 1.92
1.97

2.13
2.18 2.16 2.13 2.17

2.27

2.37
2.43

2.54
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る
雇
用
へ
の
不
安
払
拭
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
医
師
の
監
修
の
も
と
、
精
神
障
害

者
雇
用
に
係
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

企
業
の
経
営
者
や
現
場
職
員
に
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
精
神
障
害
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
雇
用
促
進
や
職
場
定
着
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

　
　
　
今
議
会
に
は
「
佐
賀
県
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
（
案
）」
が

上
程
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
条
例
の
制
定
を
契
機
と
し
て
、
中
小

企
業
、
小
規
模
企
業
の
一
層
の
振
興
を
図
る

た
め
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
こ
の
条
例
で
は
、
も
の
づ
く
り
や
人

づ
く
り
の
伝
統
な
ど
を
未
来
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
、
小
規
模
企
業

の
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
基
本
理
念
や

基
本
方
針
を
規
定
し
た
ほ
か
、
企
業
の
積
極

的
な
取
組
に
対
し
、県
や
市
町
、商
工
団
体
、

金
融
機
関
な
ど
が
連
携
協
力
し
て
一
体
的
な

支
援
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

　
県
で
は
、
条
例
制
定
を
契
機
と
し
て
、
生

産
性
の
向
上
や
既
存
技
術
の
高
度
化
、
新
技

術
、
新
製
品
の
開
発
や
人
材
育
成
な
ど
、
経

産
業
労
働

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興

問答

　
　
　
本
県
の
農
業
が
持
続
的
に
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、
経
営
力
の
高
い
担

い
手
を
一
人
で
も
多
く
確
保
し
、
育
成
し
て

い
く
こ
と
な
ど
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
担
い
手
の
育
成
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　

県
や
農
業
会
議
、
Ｊ
Ａ

な
ど
の
関
係
機
関
・
団

体
で
組
織
し
て
い
る
佐
賀
県
担

い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
に

お
い
て
、
経
営
発
展
研
修
会
の

開
催
や
安
定
し
た
経
営
に
向
け

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め
の

税
理
士
の
派
遣
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
経
営
発
展
に
意
欲
的

な
農
業
者
を
応
援
す
る
た
め

に
、農
業
大
学
校
に
お
い
て「
さ

が
農
業
経
営
塾
」を
開
催
し
て
、

全
国
で
活
躍
中
の
講
師
陣
に
よ

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
は
、

す
べ
て
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
農
業
所
得
の

農
林
水
産

経
営
力
の
あ
る
農
業
担
い
手
の
育
成

問答

営
力
の
強
化
に
資
す
る
取
組
へ
の
支
援
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
中
で
も
、
急
速
に
進
展
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

関
連
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
、
中
小
企
業
に

お
け
る
円
滑
な
事
業
承
継
の
対
応
は
、
喫
緊

の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を
活
用
し
て
、

県
内
企
業
の
生
産
性
や
経
営
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
経
営
者
に
対
す
る
意
識
改
革
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
創

出
に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
商
工

団
体
や
金
融
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
積
極
的

な
企
業
訪
問
を
行
う
な
ど
、
個
々
の
企
業
の

課
題
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
経
営
者
の
意
識
醸

成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

向
上
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
掲
げ
、

担
い
手
の
経
営
発
展
の
取
組
を
強
化
し
て
い

く
。

　
今
後
と
も
、
関
係
機
関
・
団
体
と
十
分
に

連
携
を
し
て
、
よ
り
経
営
に
視
点
を
置
い
た

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
経
営
力
の
あ
る

担
い
手
育
成
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。
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こ
の
と
こ
ろ
、
豪
雨
に
伴
う
自
然
災

害
が
頻
発
化
、
激
甚
化
し
て
お
り
、

治
水
対
策
を
早
急
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
県
管
理
の
河
川
に
お
け
る
治
水
対

策
を
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。 県

土
整
備

河
川
の
治
水
対
策

問

た
災
害
リ
ス
ク
の
周
知
や
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
提
供
を
行
う
な
ど
、
ソ
フ
ト
対
策
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
起
立
性
調
節
障
害
は
立
ち
く
ら
み
、

倦
怠
感
、
な
ど
の
症
状
を
伴
う
思
春

期
に
多
い
自
律
神
経
機
能
不
全
の
一
つ
と
さ

れ
て
お
り
、
重
症
化
し
た
場
合
に
は
学
校
生

活
や
そ
の
後
の
社
会
復
帰
に
大
き
な
支
障
と

な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
病
気
に
対
す

る
理
解
促
進
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
起
立
性
調
節
障
害
の
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
、
学
校
は
、
そ
の
症
状
を
き

ち
ん
と
把
握
し
て
、
き
め
細
か
な
対
応
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
養
護
教
諭
や
保
健

主
事
等
の
学
校
保
健
担
当
の
研
修
会
に
お
い

て
、
健
康
観
察
の
視
点
、
病
気
の
症
状
、
学

教
　
育

起
立
性
調
節
障
害
に
対
す
る
取
組

問答

　
　
　
大
規
模
な
豪
雨
災
害
は
県
内
ど
こ
で

も
起
こ
り
得
る
と
考
え
て
お
り
、
氾

濫
が
想
定
さ
れ
る
区
域
内
の
人
口
や
資
産
な

ど
が
大
き
い
河
川
な
ど
、
河
川
整
備
の
優
先

度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
計
画
的
に
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
機
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
、
排
水
機
場
や
水
門
な
ど
の
施

設
の
維
持
管
理
に
も
適
切
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
さ
ら
に
、
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
な
ど
に
速
や
か
な
避
難
行
動
に
結
び
つ
く

よ
う
、
危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置
も
含
め

答

校
に
お
け
る
適
切
な
配
慮
や
支
援
の
あ
り
方

等
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
指
導
を
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
修
を
受
け
た
教
職
員

が
中
心
と
な
り
、
全
職
員
が
参
加
す
る
校
内

研
修
会
等
に
お
い
て
、
病
気
に
対
す
る
理
解

を
更
に
広
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、学
校
が
発
行
す
る「
保
健
だ
よ
り
」

等
を
活
用
し
て
、
こ
の
病
気
の
症
状
や
家
庭

で
の
健
康
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
、
学
校
の
相
談

窓
口
等
の
周
知
な
ど
、
保
護
者
の
理
解
を
広

め
る
よ
う
指
導
、助
言
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

出典：国土交通省ホームページ

洪水氾濫の恐れの高い箇所

重要施設等が
ある箇所

河川全体の洪水等の状況を
把握できる代表的な箇所

水位計の設置箇所

HPで公開

地方公共団体、
河川管理者、住民 等

水位計

洪水に特化した
低コストな水位計

近隣住民や
要配慮者の避難を支援
危機管理型水位計（洪水時の水位観測に特化した小型で低コストの水位計）の活用イメージ
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委
員
会
審
議

　

県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
２７
件
が
原
案
可
決
、
１
件
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・�

一
般
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

特
別
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

総
務
常
任
委
員
会

と
周
知
及
び
今
後
の
取
組

・�「
子
ど
も
の
居
場
所
拡
大
事
業
」
の
内
容

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
及
び
市
町

や
民
間
団
体
と
連
携
し
た
居
場
所
づ
く
り

活
動
の
支
援
に
向
け
た
今
後
の
取
組

・�「
新
教
育
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
」
の

概
要
や
Ｓ
Ｅ
Ｉ-

Ｎ
ｅ
ｔ
シ
ス
テ
ム
の
効

果
と
課
題
及
び
現
場
の
声
を
踏
ま
え
た
今

後
の
取
組

・�「
部
活
動
指
導
員
活
用
研
究
事
業
」
の
内

容
と
部
活
動
指
導
員
の
活
用
を
含
め
た
今

後
の
取
組

・�

佐
賀
県
核
燃
料
税
条
例
の
一
部
改
正

・�

人
事
委
員
会
委
員
の
選
任

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
に
つ
い
て
、

成
功
に
向
け
、
庁
内
を
挙
げ
た
取
組
や
観

光
分
野
と
の
連
携
等
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・�

総
合
運
動
場
等
エ
リ
ア
の
整
備
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
大
型
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
県
の
財
政
負
担
軽
減
の
た
め
、
国

庫
補
助
や
民
間
資
金
等
を
積
極
的
に
活
用

さ
れ
た
い
。

・�

今
後
導
入
予
定
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
活
動
内
容
や
、
運
航
方
式
の
検

討
状
況
、
必
要
と
な
る
経
費
、
財
源
の
見

込
み

・�

九
州
佐
賀
国
際
空
港
の
利
用
状
況
と
、
国

内
線
・
国
際
線
の
増
便
や
空
港
施
設
の
機

能
強
化
及
び
「
佐
賀
空
港
が
め
ざ
す
将
来

像
」
実
現
の
た
め
の
今
後
の
取
組

委
員
会
審
議

　

県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
２８
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・�

一
般
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

佐
賀
県
国
民
健
康
保
険
法
施
行
条
例

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�「
マ
イ
ナ
ス
一
歳
か
ら
の
イ
ク
カ
ジ
推
進

事
業
」
の
概
要
、
広
報
に
よ
る
意
識
啓
発

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
会
審
議

　

県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
１７
件
が
全
て
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・�

一
般
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

特
別
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

県
営
土
地
改
良
事
業
に
対
す
る
市
町
の
負

担
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
事
項
等
】　

・�「
佐
賀
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
先
進

県
実
現
化
構
想
」
を
踏
ま
え
た
取
組

・�

こ
れ
ま
で
の
、
も
の
づ
く
り
企
業
の
認
知

度
向
上
策
や
「
も
の
づ
く
り
人
材
創
造
基

金
事
業
」
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
た
、

県
内
企
業
の
人
材
確
保
支
援
策

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

委
員
会

　

常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
の
審

議
の
過
程
で
、付
託
議
案
等
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
意
見
や
要
望
、
質
疑
事
項

が
申
し
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

農林水産商工常任委員会による
みどり地区トレーニングファーム（武雄市）の視察

文教厚生常任委員会による佐賀メディカルセンター（佐賀市）の視察

総務常任委員会による農家民宿具座（佐賀市三瀬村）の視察
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・�

県
産
農
産
物
等
の
輸
出
促
進
の
取
組
現
状

と
課
題
、
今
後
の
輸
出
促
進
に
向
け
た

取
組

・�

農
家
子
弟
に
対
す
る
農
業
経
営
の
継
承
促

進
策
の
現
状
と
今
後
の
取
組

委
員
会
審
議

　

県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
６
件
が
全
て
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・�

一
般
会
計
（
当
初
・
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

佐
賀
県
立
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

・�

建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

建
設
業
就
業
者
数
の
推
移
や
労
働
状
況
及

県
土
整
備
・
警
察
常
任
委
員
会

・�

事
故
機
の
交
換
部
品
が
中
古
で
あ
っ
た
理

由
、
交
換
部
品
に
中
古
を
使
用
す
る
こ
と

に
対
す
る
防
衛
省
の
見
解

・�

今
回
の
事
故
に
よ
る
佐
賀
空
港
へ
の
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
へ
の
影
響

・�

事
故
機
の
フ
ラ
イ
ト
デ
ー
タ
レ
コ
ー
ダ
ー

解
析
の
見
通
し

・�

自
衛
隊
機
飛
行
の
際
の
安
全
確
保
策

・�

今
回
の
事
故
後
の
関
係
自
治
体
へ
の
情
報

提
供
状
況
と
今
後
の
速
や
か
な
提
供
の
必

要
性

参
考
人
招
致

　

３
月
１９
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
九
州
電

力
株
式
会
社　

山
元
春
義
氏
、
同　

古
城
悟

氏
、
同　

財
津
哲
也
氏
及
び
同　

田
中
康
徳

氏
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
玄
海
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

玄
海
原
発
に
関
す
る
重
大
事
故
等
対
策
の

概
要
と
訓
練
内
容

・�
再
処
理
工
場
の
稼
働
延
期
等
に
伴
う
使
用

済
核
燃
料
の
保
管
容
量
超
え
の
際
の
玄
海

原
発
の
稼
働
停
止
の
可
能
性

・�

地
域
住
民
や
関
係
者
か
ら
の
玄
海
原
発　

再
稼
働
へ
の
懸
念
に
対
す
る
見
解

・�

玄
海
原
発
再
稼
働
に
伴
う
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
出
力
制
御
の
見
通
し

原
子
力
安
全
・

�

防
災
対
策
等
特
別
委
員
会

び
週
休
２
日
を
は
じ
め
と
し
た
建
設
業
に

お
け
る
「
働
き
方
改
革
」
や
担
い
手
確
保

に
向
け
た
取
組

・�

西
九
州
自
動
車
道
に
お
け
る
浜
玉
イ
ン

タ
ー
と
唐
津
イ
ン
タ
ー
間
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
予
定
地
の
概
要
と
整
備
に
向
け
た
取

組
及
び
今
後
の
見
通
し

・�

玄
海
原
子
力
発
電
所
を
意
識
し
た
県
内
の

道
路
整
備
の
必
要
性

・�

県
内
道
路
整
備
の
基
本
的
考
え
方
及
び
県

道
佐
賀
川
久
保
鳥
栖
線
の
事
業
化
の
経
緯

や
必
要
性
、
今
後
の
見
通
し
並
び
に
、
く

ら
し
に
身
近
な
道
路
整
備
の
今
後
の
取
組

参
考
人
招
致

　

３
月
１６
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
防
衛
省

大
臣
官
房
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報

化
審
議
官
小
波
功
氏
他
８
名
を
参
考
人
と
し

て
招
致
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

今
回
の
墜
落
事
故
に
よ
る
被
災
家
族
及
び

地
域
住
民
へ
の
心
の
ケ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
支
援
の
状
況
や
損
害
賠
償
の
検
討
状
況

・�

事
故
直
後
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
任
務
飛

行
実
施
の
理
由
と
そ
の
必
要
性

・�

目
達
原
駐
屯
地
所
属
の
航
空
機
や
関
連
航

空
部
隊
の
佐
賀
空
港
へ
の
移
駐
内
容
及
び

同
駐
屯
地
と
佐
賀
空
港
間
の
輸
送
飛
行
の

有
無
並
び
に
移
駐
後
の
在
り
方

佐
賀
空
港
・

新
幹
線
問
題
等
特
別
委
員
会

・�

玄
海
原
発
の
使
用
前
検
査
に
お
け
る
更
田

委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
原
子
力
規
制
委

員
会
の
視
察
内
容
と
所
見

参
考
人
招
致

　

３
月
２０
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、「
よ
み

が
え
れ
！
有
明
訴
訟
弁
護
団
」
馬
奈
木
昭
雄

氏
、
同　

岩
井
三
樹
氏
の
２
名
を
参
考
人
と

し
て
招
致
し
、「
諫
早
湾
干
拓
排
水
門
開
門

調
査
に
係
る
裁
判
の
状
況
と
今
後
の
取
組

等
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
に
対
し
、
付
議
事
件
に

つ
い
て
委
員
会
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

想
定
さ
れ
る
有
明
海
再
生
に
向
け
た
開
門

効
果
と
、
農
業
に
影
響
の
な
い
開
門
方
法

・�

開
門
調
査
を
求
め
る
漁
業
者
に
対
す
る
認

識
や
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
有
明
海
再

生
に
関
す
る
事
業
費
及
び
国
が
示
す
基
金

案
の
内
容

・�

福
岡
高
裁
で
の
和
解
協
議
に
対
す
る
有
明

海
漁
協
の
要
望
項
目
へ
の
見
解

・�

西
南
部
漁
場
に
お
け
る
ノ
リ
の
色
落
ち
状

況
と
対
応
策
、
国
に
よ
る
有
明
海
再
生
対

策
事
業
の
内
容
と
、
そ
の
効
果
及
び
貝
類

資
源
の
回
復
に
向
け
た
今
後
の
取
組

・�

県
内
に
お
け
る
公
害
苦
情
の
現
況
と
対
応

状
況
及
び
今
後
の
取
組

有
明
玄
海
・

�

環
境
対
策
等
特
別
委
員
会

県土整備・警察常任委員会による
小城スマートインターチェンジ（小城市）の視察
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お読みになった
ご感想やご意見を
お寄せください

「さが県議会だより」の次号は、９月１日発行です。

〒８４０−８５７０　佐賀市城内一丁目１番４５号
TEL ０９５２−２５−７３０６　　FAX ０９５２−２５−７２７９
E-mail　gikai@pref.saga.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.saga.lg.jp/gikai/

佐賀県議会事務局政務調査課
佐賀県議会 検　索 ➡

「インターネット議会録画」や
「会議日程」、「会議録」などが
ご覧いただけます。

２月定例会で条例などが次のとおり可決されました。
《条例（３２件可決）》
○�ふるさと佐賀への誇りを育む観光条例
　�（内容：佐賀県の観光の振興について、県の責務、県民の役
割等を定めるもの）
○佐賀県核燃料税条例の一部を改正する条例
　�（内容：核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する
法律の改正に伴い、引用条項の改正を行うもの）
○旅館業に関する条例の一部を改正する条例
　�（内容：旅館業法、旅館業法施行令等の改正に伴い、構造設
備基準等の見直しを行うもの）
○佐賀県中小企業・小規模企業振興条例
　�（内容：県内中小企業・小規模企業の振興にあたっての基本
理念、県及び中小企業支援機関の役割等を定めるもの）� など

《意見書（３件可決）》
○�陸上自衛隊目達原駐屯地所属第３対戦車ヘリコプター
隊ＡＨ−６４Ｄ墜落事故に関する意見書
○気象事業の整備拡充を求める意見書
○所有者不明の土地利用を求める意見書

《決議（２件可決）》
○２０２５年国際博覧会の誘致に関する決議（案）
○�第７８回国民体育大会及び第２３回全国障害者スポーツ大
会の開催に関する決議（案）

■議長：石倉秀郷、副議長：指山清範

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総務常任委員会　１０人（欠員１） 米倉 幸久 青木 一功 石丸 　博　　竹内 和教　　八谷 克幸　　徳光 清孝
中本 正一　　指山 清範　　井上 祐輔

文教厚生常任委員会　１０人（欠員１） 川﨑 常博 内川 修治 石井 秀夫　　　土井 敏行　　原田 寿雄　　西久保 弘克
藤木 卓一郎　　藤崎 輝樹　　向門 慶人　

農林水産商工常任委員会　９人 大場 芳博 江口 善紀 武藤 明美　　中倉 政義　　桃崎 峰人　　木原 奉文
岡口 重文　　池田 正恭　　定松 一生

県土整備・警察常任委員会　９人 古賀 陽三 井上 常憲 留守 茂幸　　稲富 正敏　　石倉 秀郷　　野田 勝人
宮原 真一　　坂口 祐樹　　木村 雄一

委員会名 委員長 副委員長 委　員

佐賀空港・新幹線問題等特別委員会
１２人 土井 敏行 西久保 弘克

石井 秀夫　　留守 茂幸　　武藤 明美　　米倉 幸久
竹内 和教　　原田 寿雄　　中本 正一　　江口 善紀
宮原 真一　　古賀 陽三

原子力安全・防災対策等特別委員会
１２人（欠員１） 八谷 克幸 徳光 清孝

石丸 　博　　大場 芳博　　桃崎 峰人　　井上 常憲
岡口 重文　　藤崎 輝樹　　向門 慶人　　木村 雄一
井上 祐輔

有明玄海・環境対策等特別委員会
１２人（欠員１） 定松 一生 池田 正恭

稲富 正敏　　中倉 政義　　内川 修治　　　木原 奉文
野田 勝人　　川﨑 常博　　藤木 卓一郎　　坂口 祐樹
青木 一功

委員長 副委員長 委　員

岡口 重文 原田 寿雄 武藤 明美　中倉 政義　木原 奉文　徳光 清孝　中本 正一　藤木 卓一郎
江口 善紀　宮原 真一　坂口 祐樹

（定数3人）	 石丸　博（平成27年5月14日選出）、竹内 和教（平成30年4月26日選出）
	 向門　慶人（平成28年4月21日選出） 

■常任委員会

■議会運営委員会（定数11）

■特別委員会

■監査委員

■競馬組合議会議員

（定数１人）　石井 秀夫（平成29年4月27日選任）

委員会構成
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